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GISを用いたデータ処理

図1 水系の抽出（左）と集水域の抽出（右） 

目的
 近年、数値地図、基盤地図情報などの地図データが市販されるほか、無料でダウンロードで
きるようになりつつあり、国土地理院では、10ｍメッシュの標高データも公開されています。
レーザプロファイラからはさらに詳細な情報を得ることもできます。成果物を作成する際に、
これらの情報を利用しＧＩＳを用いた処理を行うことで、より省力化することができます。 

概要

得られる結果

 ＧＩＳには多くの関数が準備されており、既存の関数を用いることで地形解析やネット
ワーク解析を実行できるほか、マクロプログラムを用いることで、既存の関数を組み合わせ
複雑な解析が実行できます。ここでは、既存の関数による処理から水系図・流域図を作成す
る例と接峰面図を作成する例を紹介します。 

 国土地理院から発行されている、50ｍ標高データを用いて、水系図を抽出した結果および
集水域を抽出した結果を図1、鳥瞰図に表示したもの図2に示します。 

図2 水系と集水域の鳥瞰図表示 
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○接峰図面の作成例 
 ＧＩＳの関数を用いて、５メッシュ×５メッシュの矩形領域の標高の平均値をとり、もと
もとのメッシュの標高と比較して大きい方を新しい値とする操作を繰り返すことによって、
接峰面図が作成されます（図3）。 

【現地形】 【接峰面】 

図3 接峰面図の作成 

○地形図の三次元表現 
 国土地理院から無料でダウンロードできる10ｍメッシュの標高データを用いてＴＩＮ
（triangulated irregular network：三角形で表現する地形モデル）を作成して、地形図を重
ね合わせ鳥瞰図として表示した例です（図4）。地形図以外でも重ね合わせたい画像に座標を
与えることで、三次元的な表現が可能となります。 

図4 地形図の鳥瞰図表示 

 防災マップ、泥流被害予測マップ、地震動予測時の地表面加速度分布図などに利用されてい 
ます。ＧＩＳを使用することにより、高品質の成果を短時間で作成することが可能となります。 

その他使用例


